
 

    発展科目 
2科目4単位以上（指定科目）ファイ
ナンス会計ワークショップⅠ、ファ
イナンス会計ワークショップⅡ 

 専門科目 
 20単位以上（各プロ
グラムの指定科目8
単位以上を含む） 

（指定科目の例） 

財務会計、管理会計、
最適化、計量経済学、
証券投資論、コーポ
レートファイナンス、人

的資源管理論 

（指定科目以外の例） 

問題解決思考、事業
創成、企業経済学 

基礎科目 
全ての基礎科目から 

6単位 

（例）ミクロ経済、マク
ロ経済、ファイナンス 

 
実務科目 

8単位以上（各プログ
ラムの指定科目4単
位以上を含む） 

（指定科目の例） 

金融工学の基礎と実
務への応用、M&A実

践論 

（指定科目以外の例）
公共資産会計論、

マーケティングリサー
チ 

学
術
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
（
ポ
イ
ン
ト
制
） 

基礎科目は入学
資格の職業等に
より、履修しても
修了要件として
認められない科
目があります 

（例）公認会計士
（日本）・・・会計
学、組織行動、

経営戦略 

経営学修士（専門職）（MBA）＝ファイナンスと会計学に関して高度な知識と応用力を兼ね備えた 
人材（高度専門職業人） 

                 1年半コース   ファイナンス・会計 

 
公認会計士 

 
税理士 

 
アナリスト 

 
アクチュア

リー 

それぞれの分野で活躍している社会人を対象 

1
年
目
（
６
か
月
） 

２
年
目 

・入学時期は10月 

・履修登録できる単
位数は、各学期に24
単位まで（1年間に48
単位まで） 
 

・修了に必要な単位
数は38単位 
 
・修了要件として、修
士論文の提出は必要
ありません 

・1年次は自動進級 

セミナー等の
参加で原則 
15ポイント以
上獲得するこ
とをワーク
ショップⅡ単位
付与の条件と
します 
 
 

金融庁・国
税勤務経験

者 



・修了に必要な単位
数は42単位 
・修了要件として、修
士論文の提出は必要
ありません 

•4単位以上（選択したプログラムの
ワークショップⅠ・Ⅱを必修とする） 

発展科目 
ワークショップ
Ⅰ、ワーク
ショップⅡ 

•8単位以上（各プログラムの
指定科目4単位以上を含む） 

実務科目 
（指定科目の例）
マーケティングリ

サーチ、
Turnaround 

Management 

 
 

•14単位以上（各プログ
ラムの指定科目8単位
以上を含む） 

専門科目 
（指定科目の例）問題解決思

考、Firms & Industrial 
Organization in Japan、財務

会計、管理会計 

（指定科目以外の例）事業創
成、経営調査、最適化 

•16単位以上（各プ
ログラムの指定
科目10単位以上
を含む）  

基礎科目 
（指定科目の例）ミクロ経済、組織行動、

経営戦略、マーケティング、会計学 

（指定科目以外の例）マクロ経済、ファイ
ナンス、統計分析 

（指定科目以外の
例）金融工学の基
礎と実務への応用、
公共資産会計論 

学
術
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
（
ポ
イ
ン
ト
制
） 

専門科目および実務
科目の指定科目12
単位以上のうち、英
語科目4単位の履修
が必要 

経済学 経営学 工学 その他 学部新卒・ 
社会人 

2年コース ビジネス・リーダーシップ、プロジェクト・オペレーションズマネジメント、サービス価値創造、ファイナンス・会計 

経営学修士（専門職）（MBA）＝幅広い分野で指導的な役割を果たす個性ある人材（高度専門職業人） 

２
年
目 

1
年
目 

・2年次に進級するた

めには、基礎科目及
び専門科目を16単位

以上修得（基礎科目
5科目10単位以上を
含む） 
 

・履修登録できる単
位数は、各学期に24
単位まで（1年間に48
単位まで） 
 

指定科目は
プログラム毎
に異なります 
例はビジネ
ス・リーダー
シッププログ
ラム 

セミナー等の参加で２０ポ
イント以上獲得することを
ワークショップⅡ単位付与
の条件とします 
 
 



・The number of 
credits to complete 
the course 
 42 credits 

•Advanced Subjects 
•2 subjects with min of 4 credits 

(Workshop I & II) 

WorkshopⅠ,  

WorkshopⅡ 

•Business Practice Subjects 
•8 or more credits   

including min 6 credits 
specified by the course  

Project Finance, 
Supply Chain 

Management, Risk 
Management & 

Finance, 
International Mega 

Project 
Management, etc. 

• Specialized Subjects 
•14 or more credits 

including min 10 
credits specified by 
the course  

Contract Management and 
Dispute Resolution, Strategic 
Management, Game Theory, 

Policy Evaluation, 
International Accounting, 

Transportation and Logistics 
Management, Development 

Management, etc. 

•Basic Subjects 
•16 or more 

credits 

Microeconomics, Macroeconomics, 
Accounting, “Governance, Risk 
Management & Compliance”, 
Mathematics for Business and 

Economics, Business Negotiation, 
Statistics for Business and 

Economics, Marketing, etc. 

Economics Management Engineering other Undergraduate students 
Work experience students 

                                      International Project Management Course 

MBA：Master of Business Administration＝Leaders who will tackle the modern day problems of the global society 

1st 
Year 

・Masters’ thesis is 
not required for 
degree completion 

Participation on 
Academic 

Seminar and 
Symposium 

（Point System） 
年目 

・The maximum number of 
subjects that can be taken 
in each semester is 18 
credits(the annual 
maximum is 36 credits) 
・To move up to the year 2, 
16 credits from both basic 
and specialized are 
minimal requirement 
including 10 credits of basic 
subjects 

2nd 
Year 

Students 
must 
participate 
of such 
seminars 
more than 20 
points in 
order to 
receive the 
credits for 
Workshop II. 



経営科学専攻（博士後期課程） 実践ファイナンス、サービス・イノベーション＆デザイン、プロジェクトマネジメント 

博士（経営科学）＝高い研究能力と高度な実務能力を有するグローバル・ビジネス・リーダー（高度専門職業人博士） 

 
研究指導チーム 

 

京都大学経営管理専攻
（既設）MBA 

社会人として実務経験が3年以上または社会人で所属長から承諾を得た方 

博士論文の審査・試験 経営科学特別演習Ⅵ 

1
年
目 

２
年
目 

３
年
目 

経営科学基礎学力 
アチーブメント科目 
（単位付与なし） 

主指導教員 

副指導教員 

＋ 

 
専門領域指導 

チーム 
 

主指導教員は、学生の研究主領域か
ら選ばれる。副指導教員1名は他の領
域から選ばれる。  

主指導教員と学生の研
究主領域の複数教員か
ら構成。 

主指導教員 
＋ 

主研究領域教員 

各種研究 
プロジェクト 
 

各種研究 
プロジェクト 
 

学際研究 
プロジェクト 

学生の研究主領域をとど
まらない、 
広い視野、汎用性、応用
性を高める  

研究指導体制 

京都大学または他大学の 
専門職大学院/修士課程 

専門科目 
ファイナンス特論、会
計学特論、サービス・
イノベーション特論、
サービス・デザイン特
論、プロジェクトマネ
ジメント理論特論、プ
ロジェクトマネジメント

実務特論 

基礎科目 
経営科学特論、 

リサーチメソッド 

実習科目 
経営科学リサーチ

実習Ⅰ、Ⅱ 

 
博士論文作成のための 

研究指導 

経営科学特別演習Ⅴ 

→博士論文中間審査 
 

博士論文作成のための 

研究指導 

経営科学特別演習Ⅲ～Ⅳ 

→資格審査 

 
博士論文作成のための 

研究指導 

経営科学特別演習Ⅰ～Ⅱ 

→予備審査 
 

・修了要件  
1． 3年以上在籍し、研究指導を  
受け、24単位以上を修得する。 
基礎科目と専門科目をあわせて
8単位 
実習科目 4単位 
研究指導 12単位 
2．博士論文の審査及び試験に
合格すること。 
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